
阿
南
市
へ

●
車
い
す
１
台

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

●
金
27
万
６
４
８
８
円

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
く
「
ま
ち
づ
く

り
協
力
金
」
と
し
て

阿
南
市
立
小
中
学
校
へ

●
防
災
関
係
図
書　

26
冊

阿
南
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

橘
町
　
四
国
電
力
労
働
組
合
阿

南
火
力
支
部
青
年
部
様
か
ら

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益

金
を
地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金

と
し
て

　
以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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毎
年
、
阿
南
市
の
国
際
交
流
、
国

際
親
善
に
寄
与
し
た
功
績
に
対
し
、

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
す

る
留
学
生
に
市
長
感
謝
状
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
バ
ト
サ
イ
ハ
ン
・
バ
ト

ム
ン
フ
君
（
モ
ン
ゴ
ル
）、
イ
ラ
ッ

シ
ャ
ル
デ
ィ
ラ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
バ
イ

ハ
キ
さ
ん
（
マ
レ
ー
シ
ア
）、
グ
エ

ン
・
ホ
ア
イ
・
ナ
ム
君
（
ベ
ト
ナ

ム
）
の
３
人
の
方
が
授
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

バ
ト
ム
ン
フ
君
、
バ
イ
ハ
キ
さ
ん

の
お
２
人
は
国
立
福
井
大
学
へ
、
ナ

ム
君
は
東
京
工
業
大
学
へ
進
学
し
、

さ
ら
に
学
問
を
究
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
母
国
を
離
れ
、
凌
雲
の
志
を

抱
き
、
研け

ん

鑽さ
ん

を
積
む
３
人
の
若
者
の

前
途
に
幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
か
ね
が
ね
日
本
は
、

モ
ン
ゴ
ル
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
イ
ン

ド
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
・
マ
レ
ー

シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
各
国
と
親
密
な

外
交
関
係
を
築
い
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
国
々
の
位
置
を
見
る

と
、
対
中
国
包
囲
網
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
今
後
の
日
本
の
対
中
国
政

策
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ら
親
日
的

国
家
群
と
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と

は
、
戦
略
的
観
点
に
お
い
て
も
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
政
治

（
外
交
）
は
血
を
流
さ
な
い
戦
争
、

戦
争
は
血
を
流
す
政
治
（
外
交
）
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
は
、
四
面
環

海
の
島
国
国
家
の
視
点
を
捨
て
、
積

極
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
な
外
交
を

も
っ
と
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　

経
済
的
に
は
、
今
後
、
メ
コ
ン
経

済
圏
が
注
目
を
集
め
て
き
ま
す
。
東

南
ア
ジ
ア
の
メ
コ
ン
川
流
域
に
集
ま

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
人
口
１
５
０
０
万

人
）、
ラ
オ
ス
（
６
０
０
万
人
）、
ミ
ャ

ン
マ
ー（
６
２
０
０
万
人
）、タ
イ（
６
４

０
０
万
人
）、ベ
ト
ナ
ム
（
８
９
０
０
万

人
）
の
５
カ
国
が
、
一
大
経
済
圏
と
し

て
大
発
展
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
５
カ
国
と
日
本
は
、
琉
球

（
沖
縄
）
を
窓
口
と
し
、
約
６
０
０
年

前
か
ら
交
流
が
あ
り
、
歴
史
的
に
も
深

い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
隣
国
中
国
の
一
挙
手
一
投

足
に
右
往
左
往
す
る
こ
と
な
く
、
中
国

の
背
後
に
あ
る
国
々
に
も
っ
と
目
を
向

け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
阿
南
工
業
高

等
専
門
学
校
さ
ん
の
功
績
は
、
日
本
へ

の
良
き
理
解
者
を
生
ん
で
い
た
だ
く
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
大
変
大
き
な
も
の

が
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら

人
工
内
耳
用
電
池
の

助
成
が
始
ま
り
ま
す

助
成
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳

（
聴
覚
障
が
い
）
を
お
持
ち
で
人

工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
方

助
成
上
限
額
　
月
額
２
５
０
０
円

（
原
則
１
割
負
担
）

申
請
方
法
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑
、
業
者
の
見
積
書
、
人
工
内

耳
装
用
が
わ
か
る
書
類
を
持
参
の

う
え
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　

福
祉
課
（
☎
22
‐
１
５
９
２
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
１
８
１
３
）
へ

日
常
生
活
用
具
の
給
付
等

 

難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援 

　
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事

業
（
日
常
生
活
用
具
の
給
付
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

は
、
４
月
か
ら
「
障
害
者
総
合
支

援
法
」
に
含
ま
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
福
祉
課

（
☎
22
‐
１
５
９
２
）
へ

 

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児 

 

日
常
生
活
用
具
の
給
付 

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
（
障
害

者
総
合
支
援
法
等
の
施
策
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
）
に
日
常
生
活
用

具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
　
申
請
書（
保
健
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
）に
小
児
慢
性
特
定

疾
患
医
療
受
診
券
を
添
え
て
保
健

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
１
５
９
０
）
へ

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　
成
人
式
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容
　
▼
新
成
人
（
平
成
５

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容
　
成
人
式
の
企
画
・
運
営（
会

議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日
　
４
月
18
日
㈭
　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

最
寄
り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学

習
課
（
☎
22
‐
３
３
９
１
）
へ

羽
ノ
浦
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

貸
館
業
務
の
一
部
変
更
の

お
知
ら
せ

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
羽

ノ
浦
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
羽
ノ

浦
支
所
西
側
）
３
階
ホ
ー
ル
の
使

用
を
廃
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
羽
ノ
浦
支
所
　

（
☎
44
‐
３
１
１
１
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
、
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象
　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
産
業
の
掘

り
起
こ
し
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定

　
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ふ

る
さ
と
振
興
課
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

６
月
28
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な

ど
、
詳
細
は
基
金
運
営
委
員
会
の

審
議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
ふ
る
さ
と
振
興

課
（
☎
22
‐
７
４
０
４
）
へ 

夏
季
ご
み
収
集
作
業
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　
本
年
６
月
か
ら
９
月
に
環
境
管

理
事
務
所
で
臨
時
的
に
勤
務
す
る

職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

業
務
内
容
　
家
庭
ご
み
収
集
業
務

応
募
資
格
　
昭
和
26
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員
　
10
人

賃
金
　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間
　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法
　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、
４

月
16
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
４
月
16
日
㈫
～
25
日

㈭
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容
　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
　
５
月
12
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は
　
人

事
課
（
☎
22
‐
１
１
１
２
）
へ

〜
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
〜

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

平
成　

年
度
固
定
資
産
評
価 

 

証
明
書
等
の
発
行
時
期　
　

 

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

　
４
月
１
日
㈪
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

　
４
月
５
日
㈮
～

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿　

  
 （

土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧 

　
平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
や
代
理
人

持
参
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

と
印
鑑
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
も
必
要
で
す
。

手
数
料
　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無

料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）の
閲
覧
に
つ
い
て
も
、

縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
と

な
り
ま
す
。（
※
コ
ピ
ー
代
は
１

枚
10
円
が
必
要
）

 

市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
廃
止  

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
市
県
民
税

の
普
通
徴
収
分
お
よ
び
固
定
資
産

税
の
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
税
務
課

（
☎
22
‐
１
１
１
４
）
へ

平
成
26
年

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
あ
な
ん
２
月
号
に
掲
載
し
ま
し

た
「
阿
南
市
消
防
団
長
表
彰
」
の
被
表

彰
者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
誤
　
湯
浅
裕
司

　
正
　
湯
浅
祐
司

人
権
教
育
・
啓
発

  

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
お
よ
び   

  

人
権
啓
発
に
係
る
調
査
お
よ
び
研
究
に 

  

関
す
る
活
動
費
補
助
事
業　
　
　

   

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
　
実
施
主
体
の
自

主
的
な
企
画
に
よ
る
人
権
教
育
・

啓
発
に
係
る
調
査
・
研
究
活
動
を

目
的
と
し
た
事
業

申
請
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

補
助
金
の
交
付
対
象
、申
請
方
法
、

補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
額
等
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

  

第
１
回
阿
南
市
人
権
教
育
・      

  

啓
発
市
民
講
座　
　
　
　

        

日
時
　
４
月
16
日
㈫
　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所
　
文
化
会
館
１
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
　「
徳
島
赤
十
字
乳
児
院

の
子
ど
も
た
ち
」

講
師
　
徳
島
赤
十
字
乳
児
院
　
院

長
兼
事
務
長
　
佐
野
　
周
次
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
４
月

９
日
㈫
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ

中華人民共和国 日本

モンゴル
カザフスタン

インド
ミャンマー

タイ

マレーシア

インドネシア

フィリピン
ベトナム

ナム君 バトムンフ君 バイハキさん
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陽光きらめく海、新緑あざやかな山、清らかに流れる川
緑のじゅうたんから黄金色に変わる田園風景。
阿南市には四季折々、様 な々表情があります。
日々の暮らしから息づく人。
残したい、写したい、そっと大事にしたい。
魅力ある阿南の風景を写真を通して表現しませんか。

anan

阿
南
風
景
百
選

阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り

開
催
期
間
　
４
月
22
日
㈪
～
５
月

11
日
㈯

イ
ベ
ン
ト
　
５
月
３
日
㈷
　
午
前

10
時
～
（
※
雨
天
順
延
）

場
所
　
深
瀬
町
河
川
敷

  

手
作
り
鯉
の
ぼ
り
コ
ン
テ
ス
ト  

  

作
品
大
募
集
！　
　
　
　
　
　

 

　
あ
な
た
の
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

会
場
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
賞
者
に
は
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

出
品
規
定
　
大
き
さ
は
８
㍍
以
内

で
風
雨
に
強
い
素
材
を
使
用
す
る

こ
と

応
募
方
法
　
４
月
25
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
加
茂

谷
公
民
館
（
☎
25
‐
０
１
１
３
）

へ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室（
前
期
）

参
加
者
募
集

　
料
理
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
、
家

事
を
担
う
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫
・

21
日
㈫
・
28
日
㈫
・
６
月
４
日
㈫

の
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階
　
グ

ル
メ
ル
ー
ム

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

対
象
　
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に

浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
成
で
き
る

方
。（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法

第
４
条
第
11
項
の
認
可
を
受
け
た

区
域
、
伊
島
地
区
生
活
排
水
処
理

事
業
区
域
、
春
日
野
地
域
下
水
道

事
業
区
域
、
豊
香
野
地
区
生
活
排

水
処
理
事
業
区
域
お
よ
び
羽
ノ
浦

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
第

４
条
に
規
定
す
る
処
理
区
域
は
除

き
ま
す
。
な
お
、
対
象
区
域
は
、

環
境
保
全
課
で
確
認
で
き
ま
す
。）

補
助
金
額
　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
24
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
11
月

29
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

交
付
者
の
決
定
　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法
　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
浄
化
槽

設
置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前

（
原
則
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

①�

浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③�

浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写
し

④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥�

住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑦�

登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧�

浄
化
槽
設
備
士
免
状
お
よ
び
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
工
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨�

機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩�

浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪�

補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　
環
境

保
全
課
（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ

●阿南署管内平成25年2月分合計　カッコ内は１月からの累計

交通事故

件　　 数 193件（410）

死　　 者 0人 （1）

負 傷 者 38人 （71）

救　　急
件　　 数 288件（605）

搬 送 人 員 266人（573）

火　　災
件　　 数 5件 （6）

損 害 額 0千円（1千円）

あぶない！こんなに事故が

○第6回西日本生涯還暦野球大会　
　20日㈯、21日㈰
　場所　市民グラウンド（新野除く）、那賀町・美波町の各球場等
○野球観光ツアー　
　28日㈰　TUBEライダーズ（大阪府）
　29日㈷　�ブルーインパルス（大阪府）　　　　　　　　　

レッドタイガース（大阪府）

問い合わせは　野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ

第
25
回

平
成
25
年
度

　
　
第
37
回

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

ご
存
じ
で
す
か
「
安
心
メ
ー
ル
」

　
徳
島
県
警
察
本
部
で
は
、
地
域

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
子
ど

も
へ
の
声
か
け
事
案
、
不
審
者
情

報
、
犯
罪
情
報
な
ど
防
犯
に
役
立

つ
各
種
情
報
を
「
安
心
メ
ー
ル
」

と
し
て
携
帯
電
話
に
配
信
し
て
い

ま
す
。
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
要
領
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

徳
島
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
安
心
メ
ー
ル
会
員
登
録
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。

●�

ア
ド
レ
ス
に
直
接
ア
ク
セ
ス
し

て
登
録
す
る
。

http://w
w

w.ansin-m
ail.net

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
警
察
署
　

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

定
員
　
20
人

参
加
費
　
１
回
５
０
０
円
（
当
日

集
金
）

申
込
方
法
　
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
締
切
日
　
４
月
22
日
㈪
（
必

着
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　
富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３
　
男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

　
　
成
人
大
学
受
講
生
募
集

受
講
資
格
　
学
習
意
欲
の
あ
る
人

講
座
内
容
　
別
表
の
予
定

募
集
定
員
　
１
３
０
人

※
定
員
以
上
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
開
講
通
知
の
案
内
を
も
っ
て

当
選
案
内
と
し
ま
す
。

期
間
　
５
月
23
日
㈭
～
平
成
26
年

２
月
18
日
㈫
　
午
後
７
時
～
８
時

場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
ほ
か

受
講
料
　
年
間
１
５
０
０
円

※
調
理
実
習
、
現
地
研
修
な
ど
は

実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
電
話
番
号
、
携

帯
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
４

月
19
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
電
話
で
は
受
け
付
け

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３
　

生
涯
学
習
課

（
☎
22
‐
３
３
９
１
）
へ

　明谷自治協議会は、㈶自治総合セ
ンターの宝くじ受託事業収入を財源
とした「平成 24 年度コミュニティ
センター助成事業」から助成を受け、
明谷コミュニティセンターを建設し
ました。今後、地域のコミュニティ
活動の振興・発展の場として、大い
に活用されることを期待します。

問い合わせは　
ふるさと振興課（☎22‐7404）へ

講座 日　時 テーマ 場　所 内　容 講　師

第１回 5月23日㈭
18：30～ ◇開講式 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 那賀町長　坂口博文さん

第２回 6月12日㈬
19：00～ 健康 ひまわり会館

ふれあいホール ダニと病気の話 馬原医院院長　　　馬原文彦さん
ダニの資料館館長　藤田博己さん

第３回 ７月6日㈯
19：00～ 天文 ひまわり会館

ふれあいホール ＪＡＸＡ講演会 ＪＡＸＡ講師

第４回 9月18日㈬
19：00～ 文化 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 城満寺住職　田村航也さん

第５回 10月上旬 現地研修 和歌山県 未　定

第６回
11月17日㈰
10：00～
14：00～

調理実習 ひまわり会館
グルメルーム

バランスの摂れた
食事Ⅱ 食生活改善推進委員　井村玉惠さん

第７回 平成26年1月18日㈯
9：00～ 歴史・健康 未　定 市内史跡巡り 文化振興課　向井公紀さん

第８回 平成26年1月26日㈰
13：30～

生涯学習推進
大会参加 未　定 未　定 未　定

第９回 平成26年2月18日㈫
18：30～

人権
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 手話演奏 つなぐ手たけのこ

副理事長　　　　中木敏子さん

平成25年度　阿南市成人大学講座実施計画

「阿南風景百選」作品募集
平成24年４月１日から平成25年3月31日までを撮影期間
としていた「阿南風景百選」の作品を募集します。
募集期間　４月１日㈪～19日㈮（必着）
募集作品　阿南市内の四季を題材にした４部門の写真
　▶春の風景（３月～５月）　▶夏の風景（６月～８月）
　▶秋の風景（９月～11月）　▶冬の風景（12月～２月）
※�応募点数は１人１部門３点以内で、デジタル作品の加

工および多重は不可とします。
応募方法　カラー印刷でＡ４版プリント（裁ち落ち）し
た写真を、郵送または持参してください。
審査員　写真家・木田英之さん、俳人・大高　翔さん
賞　大賞（各部門１点）には賞状と賞金10万円を、特別
賞（若干数）には賞状と賞金５万円を、入選には５千円
分の図書カードを贈呈します。
発表　５月中旬に入賞された方に通知します。
表彰　５月25日㈯に表彰式を開催する予定です。
応募先・問い合わせは　�〒774-8501 富岡町トノ町12番地３	

商工観光労政課（☎22‐3290）へ

4月の日程



●応募資格　どなたでも
●�応募方法　はがき、封書または電子申請で、次の事
項を明記のうえ、ご応募ください。
　・トンネルおよび高架橋の名称（片方のみ可）
　・命名の理由
　・�住所、氏名（ふりがな）、年齢、職業または学校名、

電話番号
　〈郵送の場合〉
　　�〒779-1101 阿南市羽ノ浦町中庄なかれ16番地3

　阿南市特定事業推進課
　〈電子申請の場合〉
　　徳島河川国道事務所ホームページ
　　　http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/
　　阿南市役所ホームページ
　　　http://www.city.anan.tokushima.jp
　　　（新着情報、注目情報よりアクセスできます。）
●表　彰
　・名付け親賞（トンネル、高架橋各1点）・敢闘賞 等
●その他
　・�既に現道等で存在しているトンネルや橋の名称は
対象外とします。

　・�応募作品に対する著作権および使用権は、国土交
通省に帰属するものとします。

　・�個人情報は、本案件のみに使用し、発表後は適切
に処分いたします。

●募集締切日　4月30日㈫　※当日消印有効
●�審査および発表　「阿南道路橘トンネル（仮称）およ
び江ノ浦高架橋（仮称）愛称審査委員会」において
厳正な審査のうえ、入賞作品を決定します。なお、
同じ名称の応募が複数ある場合は抽選で１人を決定
します。発表は平成25年内を予定しており、同事務
所および市ホームページに掲載し、入賞者に通知し
ます。

●問い合わせは
　徳島河川国道事務所工務第二課（☎088-654-9162）
　または、阿南市特定事業推進課（☎22-3197）へ

市制施行55周年を記念して
さまざまな記念事業を実施します！

　本市は昭和33年５月１日に市制施行以来、市民の皆さまのご理解
とご支援をいただきながら着実な歩みを続け、今年で55周年を迎え
ることができました。これまで築いてきた歴史、文化、伝統、自然
を大切に守っていくとともに、本市のさらなる飛躍を祈念し、さま
ざまな記念事業を実施します。

問い合わせは　企画政策課（☎22‒3429）へ
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「第 12回全国歴史の道会議　徳島県大会」　 成功させよう！   全国大会 2013年
10月 「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」

  

遍
路
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
広
報
あ
な
ん
11
月
号
で
「
か
も
道
（
一
宿
寺
か

ら
太
龍
寺
ま
で
の
旧
遍
路
道
）」
が
特
集
さ
れ
て

以
降
、
多
く
の
方
が
「
か
も
道
」
を
歩
い
て
い
ま

す
。
去
る
１
月
27
日
に
は
長
生
公
民
館
が
、
２
月

２
日
、
17
日
に
は
加
茂
谷
公
民
館
が
、
３
月
12
日

に
は
お
や
じ
の
何
で
も
塾
（
羽
ノ
浦
町
）
の
皆
さ

ん
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
だ
け
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
参
加
が
あ
り
、
２
月
２
日
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

に
は
約
60
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
か
も

道
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
イ
ベ
ン
ト

以
外
で
も
歩
い
て
い
る
人
は
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
か
も
道
」
を
含
め
た
遍
路
道
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
現
在
は
、少
人
数
で
す
が
、体
制
を
整
え
て
も
っ

と
多
く
の
参
加
者
を
募
り
、
よ
り
広
く
よ
り
多
く

の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
か
も
道
」
や
遍
路
道
沿
い
の
文
化
財

を
写
真
な
ど
で
紹
介
し
た
遍
路
道
マ
ッ
プ
（
阿
南

市
・
勝
浦
町
）
を
阿
南
市
文
化
会
館
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　

文
化
振
興
課
（
☎
22
‐
１
７
９
８
）
へ

　
２
月
14
日
に
第
２
回
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

大
会
日
程
な
ど
の
協
議
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

  

分
科
会
活
動
の
紹
介
⑶

  「
ま
ち
お
こ
し
」
分
科
会

�

日
下
　
旭
さ
ん
（
加
茂
町
）

　「
こ
の
ま
ち
を
ど
う
に
か
し
た
い
…
」
と
い
う

思
い
で
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
「
思
い
」
を
「
光
」
と
と
ら
え
、

地
域
で
暮
ら
す
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
再
生
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
テ
ー
マ
を
「
男ひ

と

と
女ひ

と

、
つ

な
い
で
灯
す
小
さ
な
光
、
拡
げ
て
い
く
の
も
男ひ

と

と

女ひ
と

」
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
活
性
化
に
な
る

が
「
ま
ち
お
こ
し
」
へ
つ
な
が
る
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参

画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

24
‐
３
７
５
０
）
へ

 大会日程 
　10月11日㈮
　　13：30～16：00　分科会
　　17：30～19：30　交流会
　10月12日㈯
　　 9：30～10：00　開会式
　　10：00～10：30　基調講演
　　10：30～12：00　記念講演
　　12：00～13：30　�昼食・　　　　　

アトラクション
　　13：30～15：00　記念シンポジウム
　　15：00～15：30　閉会式
 場所 
　阿南市スポーツ総合センターほか

一般国道55号阿南道路「トンネル」および「高架橋」の名称を募集します !
　国土交通省では、一般国道55号阿南道路（津乃峰町西分～橘町大浦の1.7㎞）の平成25年度内の開通を
めざして、建設工事を進めています。開通に先立ち、その区間にある延長1,052ｍの「トンネル」と、そ
れに接続する延長約95ｍの「高架橋」の名称を募集します。地域になじみ、利用する方々に親しみを持っ
ていただける名前をつけたいと考えています。

トンネル
（津乃峰町～橘町）

阿南市健康ゴルフコンペ
参加者募集

開催日　5月11日㈯
競技方法　ダブルペリア方式
プレーフィ　10,000円（昼食付）
競技参加費　  2,000円
※お1人様から参加できます。
※競技終了後、表彰式を行います。

申込み・問い合わせは
コート・ベール徳島ゴルフクラブ
（☎42―3441）へ

FM徳島 阿南市PR番組
GO!GO! 阿南市わくわくラジオ
４月４日放送スタート !
毎週木曜日16：30~16：50

FM徳島パーソナリティーの
近藤公美さんが、阿南市民の
横顔を紹介 ! ラジオを聞いて
リスナープレゼントを GET
しよう !

４月のゲスト
4日	 岩脇さくら祭り保存会　新田文一さん（羽ノ浦町）

　11日	 阿南市竹人形伝承会
	 松﨑　孝さん（阿南光のまちステーションプラザ）
　18日	 阿南光のまちづくり協議会　
　　　　	湯浅隆幸さん（阿南商工会議所）
　25日	 野球のまち阿南推進協議会　田上重之さん
　問い合わせは
　商工観光労政課（☎22―3290）へ

開催日 記　念　事　業
４月４日~
毎週木曜日16：30~

FM徳島で阿南市PR番組を放送
「GO!GO! 阿南市わくわくラジオ（周波数80.7MHz）」

５月１日㈬ 市制施行55周年記念式典開催
記念講演　小説家・火坂雅志さん

５月５日㈷ NHK「のど自慢」公開放送

５月25日㈯ 記念シンポジウム開催
「大好きふるさと阿南を語ろう」

６月下旬 阿南市イメージアップキャラクターデザイン発表
（７月頃ネーミング）

７月27日㈯
28日㈰ 第17回西日本生涯野球大会（壮年）開催

８月１日㈭
　~４日㈰

「第１回野球のまち阿南
全日本学童軟式野球大会（こども甲子園）」開催

夏休み期間 子ども議会開催

５月11日㈯
９月23日㈷ 阿南市健康ゴルフコンペ開催

10月26日㈯ あなん図書館まつり2013開催

10月19日㈯
20日㈰ 「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」開催

未定 市政バスの運行

「かも道」を歩くようす


